


第
mm
回
通

全
議
案
が
原

承
認
さ
れ
る

社会貢献事業が
公益法人として重要な柱に

第
お
回
通
常
総
会

は
、
去
る

5
月
お
日

ラ
ポ
ー
ル
千
寿
閣
に

お
い
て
、
多
数
の
会

員
の
出
席
と
来
賓
各

位

の

ご

臨

席

を

得

て
、
議
長
八
木
会
長

の
も
と
、
村
松
総
務
副
委
員
長
の
司
会
、
そ

し
て
大
川
・
木
目
田
両
総
務
副
委
員
長
の

議
案
説
明
に
よ
り
滞
り
な
く
執
り
行
わ

れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

お議
案
の
審
議
に
先
立
ち
挨
拶
の
中
で
八

木
会
長
は
、
税
務
署
を
は
じ
め
都
税
事
務

所
ー
商
工
会
議
所

・
税
理
士
会
の
幹
部
の

方
々
の
ご
臨
席
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
、
更
に
福
利
厚
生
制
度
受
託
会
社
の
支

社
長

・
支
庖
長
そ
し
て
多
数
の
推
進
員
の

方
々
に
対
し
、
平
素
の
ご
奮
闘
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
制
度
推
進
の
実
績
が

上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ら
れ
、
更
に
次
の
よ

う
に
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
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息
の
長
い
社
会
貢
献
活
動
が

高
く
評
価
さ
れ
た
と
報
告

・
八
木
会
長
挨
拶
要
旨
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ご
高
承
の
と
お
り
町
田
法
人
会
は
、
東

京
国
税
局
長
の
許
可
を
受
け
た
公
益
法
人

で
あ
り
、
平
素

〈健
全
な
経
営

・
正
し
い

納
税
・そ
し
て
社
会
貢
献
〉
を
主
要
な
テ
ー

マ
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
全
国
で
は
山

万
社
と
い
う
大
き
な
組
織
で
あ
り
ま
す
。

近
年
は
各
法
人
会
と
も
社
会
貢
献
活
動

に

一
層
力
を
注
い
で
お
り
、
町
田
法
人
会

も
平
成
比
年
度
に
町
田
市
に
寄
贈
し
た
石

造
彫
刻
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
周
辺
の
都
道
・
原

町
田
大
通
り
に
つ
い
て
、
東
京
都
と
の
協

定
の
も
と
道
路
美
化
活
動
を
推
進
し
て
既

に
4
年
目
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

法人会報町 田

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
去
る

3
月

2
日

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

東
法
連
主
催
の
研
修
会
に
お
き
ま
し
て
、

当
会
の
守
屋
専
務
理
事
が
事
例
発
表
を
す

る
機
会
を
得
、
こ
の
事
業
が
改
め
て
各
単

位
会
の
方
々
に
広
く
周
知
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
、
租
税
教
育
を
は
じ
め
福
祉
バ

ザ

l
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ゴ
ル
フ
大
会
等
を



平成17年度の収支(抜粋)

実
施
し
、
そ
の
収
益
金
は
社
会
貢
献
事
業

に
活
用
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
社
会

貢
献
活
動
は
法
人
会
が
今
後
も
公
益
法
人

と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
く
中
で
ま
す
ま

す
重
要
な
事
業
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
ど
も
は
様
々
な
活
動

を
通
じ
て
法
人
会
の
目
的
及
び
事
業
に
賛

同
さ
れ
る
方
々
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
健
全

な
納
税
者
の
団
体
と
し
て
、
税
務
知
識
の

普
及
に
努
め
る
と
共
に
税
務
行
政
の
円
滑

な
執
行
に
寄
与
し
、
企
業
経
営
と
社
会
の

輔収入の部 (単位円)

融機機重機酬 側側棚欄閥警察
基本財産運用収入 600 1，000 

会費収入 36，200，000 36，781，300 

特別会費収入 3，110，000 2，746，000 

事業収入 8，852，000 9，585，154 

補助金収入 4，996，300 5，026，800 

推進費収入 8，018，200 8，029，200 

雑収入 1，329，600 1，547，613 

繰入金収入 353，399 1，235，856 

当期収入合計(A) 62，860，099 64，952，923 

前期繰越収支差額 6，859，387 6，859，387 

収入合計 (B) 69，719，486 71，812，310 

健
全
な
発
展
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。本
日
は
こ
の
総
会
の
あ
と
懇
親
会
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
交
流
の
場
と

し
て
ど
う
ぞ
ご
ゆ

っ
く
り
ご
歓
談
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
各
位
の

ご
事
業
の
ご
発
展
と
ご
参
会
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
私
の
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

輔支出の部 (単位:円)

機線機鯵欝綴綴緩機緩畿綴線機機鯵警護
事業費 35，184，000 31，491，483 

会議費 2，570，000 2，084，353 

管理費 27，610，000 27，247，556 

法人税等引当繰入 350，000 360，700 

特定預金支出 2，000，000 2，000，000 

繰入金支出 353，399 1，235，856 

予備費 1，652，087

当期支出合計(C) 69，719，486 

当期収支差額A)-(C) ム 6，859，387

次期繰越収支差額B).{C)

O 

64，419，948 

532，975 

7，392，362 
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町

散華の賦(ニューギ、ニア)部分
三橋園民

解説/今年も61回目の8月15日

カずやってくる。兵士だった若者たち

は、ただ国のためとだけ信じ南漢

の地で土くれと化していった。死

屍累々、あの薄暗い密林での凄

惨な風景は決して忘れられなし、。

この絵は、被弾して倒れた当時

の、私自身を重ね合わせて制作し

た。
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平
成
惚
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
の
概
要

公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
法
人
会
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
る

公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
、
平
成
叩
年

度
か
ら
新
会
計
基
準
を
導
入
し
ま
し
た
。
今

後
は
事
業
内
容
を
精
査
し
公
益
事
業
割
合

を
高
め
、
「
公
益
社
団
法
人
」
の
認
定
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

左
の
円
グ
ラ
フ
は
平
成
問
年
度
の
予
算

を
項
目
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
予
算
の

4 • 

本
部
で
実
施
さ
れ
る
講
習
会
の
ほ
か
、

地
区
会
や
部
会
が
企
画
す
る
交
流
事
業
な

ど
は
、
会
員
の
皆
様
に
直
接
お
届
け
す
る

ご
案
内
の
ほ
か
、
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用

下
さ
い
。

8 9 O N 

総
額
は

6
9
0
5
万
円
。
前
年
対
比
で
訂
万

円
の
減
額
に
止
ま
り
ま
し
た
。

会
員
数
の
減
少
に
伴
う
会
費
収
入
は

m

万
円
を
減
額
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
収

入
に
大
き
な
修
正
は
な
く
、
事
業
費
で
幻

万
円
、
会
議
費
か
ら
特
万
を
削
減
し
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま
し
た
。

その他の収入
(雑収入・繰入金収入・繰越収支差額など)
13.63% 9，414，212円

会ム費収入

50.98% 
35，200，000円

暢収入の部

報..6. 
"I< 人

町
田
法
人
会
ホ
l
ム
ペ
l
ジ

ZH万一
ミ
〈〈〈〈〈〈・
7
0
」
一
コ
否
一
'
ヨ
ω
の
才
一
岳
・
。
『
・吉

法国町

その他の支出
(特定預金支出・繰入金支出・法人税等)

6.81 % 4，703，812円

輔支出の部



組
織
強
化
功
績
表
彰

平
成
口
年
度
中
に
会
員
増
強
に
尽
力
さ

れ
た
必
名
を
代
表
し
て
原
雄
三
氏
に
感
謝

状
と
記
念
品
、
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

近植原川押井大内大志議石池荒足
藤木 島田上川田野水野川田江立

正一雄捷光忠敏 健英利 一 秀輝
士弘三徳男雄行孝一宜彦郎博敏年

側
足
立
石
油

荒
江
紙
器
側

伺
池
田
工
務
庖

伺
石
川
工
務
庖

伺
磁
野
商
会

側
イ
ヅ
ミ
建
築
設
計
事
務
所

側
イ
ン
テ
リ
ア
オ
オ
ノ

側
ウ
チ
タ

大
川
自
動
車
硝
子
側

伺
扇
屋

同
押
田
産
業

倒
川
田
屋

倒
京
南

側
弘
文
堂

側
近
藤
油
庖

野

口

喜

昭

津

井

義

晴

木
目
田
賢
市

相
馬
宇
佐
衛

関

雅

也

鈴
木
賢
一

関

谷

昌

司

同
五
月
建
築
設
計
事
務
所

側
還
井

伺
サ
ン
シ
テ
ィ

側
三
和

樹
新
世
紀

伺
鈴
木
造
花
庖

伺
セ
キ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ

会員増強に活躍された皆さんに感謝。感謝状は代表で原雄三氏へ贈られました。

細山村村生松八東 三 平林畠池西中中堤回牧中小近村岩
野口野田田浦木俊橋田 山田山島里 中野谷川藤松崎

敏謙豊 昌正祥 信哲昭初信重祐幹嘉利 成泰正調
雄二明久利行寿実介弘平美治基治夫彦明正人司孝敏正
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4 
去
る

5
月
お
日
に
開
催
さ
れ
た
町
田
法

人
会
第
お
回
通
常
総
会
で
、
記
念
講
演
と

し
て
和
気
前
町
田
税
務
署
長
に
ご
講
演
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

過
去
の
税
務
行
政
の
変
遷
か
ら
、

国
税
の
未
来
図

明
治
mm
年
、
税
務
署
制
度
が
確
立
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
、
全
国
に
聞
の
税
務
署
が

あ
り
ま
し
た
。
昭
和
泊
年
に
は
全
国
初
署

で
国
税
庁
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在

は
問
署
あ
り
、
町
田
は
即
番
目
の
税
務
署

で
す
。

終
戦
直
後
は
イ
ン
フ
レ
が
激
し
く
、
-

年
後
に
は
貨
幣
価
値
が
半
減
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
「
早
く
税
を
徴
収
し
な
け
れ

ば
!
」
、
「
滞
納
を
許
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
!
」
と
い
う
状
況
で
徴
収
に
重
点
が
お

か
れ
て
い
ま
し
た
。
職
員
数
も
膨
大
な
滞

納
整
理
の
た
め
、
昭
和
お
年
当
時
で
7
万

4
千
人
の
人
手
が
要
り
ま
し
た
。
翌

M
年

に
6
万
l
千
人
に
減
り
、
現
在
は

5
万
6

• 6 

千
人
で
す
。
国
家
公
務
員
全
体
で
叩
%
削

減
と
い
う
こ
と
で
、
国
税
庁
も
含
め
た
職

員
の
定
員
に
つ
い
て
現
在
調
整
さ
れ
て
い

ま
す
。

N 0 . 8 9 法人 会報

国
税
庁
発
足
前
の
昭
和
辺
年
に
所
得

税

・
法
人
税
の
申
告
納
税
制
度
が
で
き
、

昭
和
お
年
に
青
色
申
告
制
度
が
で
き
た
と

い
う
こ
と
で
、
昭
和
時
代
は
申
告
制
度
の

定
着
が
税
務
署
の
最
大
の
テ

l
マ
で
し

た
。
平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
消
費
税
の
定

着
が
テ

l
マ
で
す
が
、
訴
訟
も
多
く
な

っ

回町

そ
れ
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。

税
務
署
の
発
足
時
は
「
法
人
税
課
」
と

言
う
よ
う
な
組
織
制
度
で
し
た
が
、

一
人

の
課
長
が
全
て
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ず
効

率
が
悪
か
っ
た
の
で
、
昭
和
必
年
か
ら
税

目
別
の
部
門
制
度
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し

て
平
成
元
年
の
消
費
税
導
入
に
伴

い
、
平
成

3
年
か
ら
納
税
者
別
の
部
門
編

成
に
改
編
さ
れ
ま
し
た
。

国
税
庁
の
責
務
は
財
務
省
設
置
法
に
基

づ
き
、
「
内
国
税
の
適
正
か
つ
公
平
な
賦

課
、
徴
収
」
「
酒
類
業
の
健
全
な
発
達
」
「
税

て
お
り
、



告臨

3Y33F 
理
士
制
度
の
適
正
な
運
営
」
こ
れ
ら
を
適

正
に
執
行
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

一
端
を

税
務
署
が
担

っ
て
お
り
ま
し
て
、
税
の
適

正
か
つ
公
平
な
課
税
の
た
め
に
、
税
法
の

規
定
に
則
っ
て
適
正
に
税
務
調
査
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
査
察
の
事
案
に
つ
い

て
は
、
我
々
が
す
ぐ
に
出
来
る
わ
け
で
は

な
く
、
国
税
犯
則
取
締
法
と
い
う
法
律
に

則
っ
て
行
い
ま
す
。
我
々
の
仕
事
は
常
に

法
律
に
則
っ
て
行
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

次
に
税
務
職
員
像
と
い

っ
た
も
の
を
考

え
ま
す
と
、
却
年
前
の
イ
メ
ー
ジ
は
よ
く

酒
を
飲
ん
で
い
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
時
代

は
飲
み
す
ぎ
て
肝
臓
を
悪
く
す
る
職
員
が

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
は

一
緒
に
遊

ぶ
こ
と
を
好
ま
な
い
人
が
多
い
の
で
、

ス

マ
ー
ト
で
は
あ

っ
て
も
豪
快
さ
は
失
わ
れ

て
し
ま

っ
た
と
感
じ
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を

酒
で
発
散
し
な
い
か
ら
肝
臓
病
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
精
神
疾
患
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
我
々
の
職
場
だ
け
で
は
な

く
、
民
間
企
業
で
も
同
じ
傾
向
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
も
う
ひ
と
つ
初
年
前
と
違

う
の
は
、
女
性
職
員
が
非
常
に
増
え
た
こ

と
で
す
。
現
在
、

5
万
6
千
人
の
国
税
局

職
員
の
内
日
%
が
女
性
職
員
で
す
。
採
用

ベ
1

ス
で
は
却
%
超
が
女
性
と
な

っ
て
い

ま
す
。

税
務
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
と

厳
し
い
国
ず
つ
く
り

少
子
化
の
た
め
人
口
減
少
社
会
を
む
か

え
ま
し
た
。
現
在
1
億
2
7
0
0
万
人
が

幻
世
紀
末
に
は
半
減
す
る
だ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
幻
世
紀
中
頃
に
は

3
人
に

I
人
が
高
齢
者
と
言
う
超
高
齢
社
会
に
突

入
し
、
今
の
日
本
の
姿
か
ら
相
当
変
わ
っ

て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、が
益
々
顕
著
に
な
り
、
国

境
を
越
え
た
取
引
も
増
え
て
ゆ
く
で
し
ょ

・つノ
。

消
費
税
の
事
業
者
免
税
点
引
き
下
げ
に

よ
り
申
告
者
数
が
相
当
増
え
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
対
応
の
た
め
に
納
税
環
境
の
整
備

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
や

?
T
a
x
の
普
及
で

す
。

e
E
T
a
x
に
つ
い
て
は
、

年
ま
で
に
利
用
率
を
叩

%
(
現
在
は
ω
%
)

に
引
き
上
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。
内
部
事
務
の
基
本
的
見
直
し
を

し
て
、

2
0
1
0
年
に
は
全
署
で

二
克
化

さ
れ
ま
す
。
職
員
減
、
仕
事
量
増
加
に
対

応
す
る
た
め
に
、
職
員
の
能
力
開
発
と
能

力
向
上
を
図
っ
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
山
口
U
可

I
A
U

最
後
に
、
適
正
・
公
正
な
課
税
の
実
現

に
向
け
て
、
我
々
国
税
の
職
場
の
者
も
法

人
会
の
皆
さ
ん
も
目
的
は
同
じ
と
こ
ろ
に

あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
多
少
や
り
に
く
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
適
正
に

情
報
を
共
有
し
協
力
し
合
い
な
が
ら
お
互

い
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

N 0 . 8 9 会報法人国町7・



着
任
の
御
挨
拶

町田税務署長

田口雄

残
暑
の
候
、
社
団
法
人
町
田
法
人
会
の

会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
御
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
ま
し
て、

町
田
税
務
署
長
を
拝
命
し
、
国
税
庁
長
官

官
房
東
京
派
遣
国
税
庁
主
任
監
察
官
か

ら
参
り
ま
し
た
田
口
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前

任
の
和
気
署
長
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
多
摩
南
部
地
域
は
、
近
年
人
口
の

増
加
も
目
覚
し
く
、
特
に
町
田
駅
前
周
辺

は

一
大
商
業
地
と
な
り
、
ま
た
、
自
然
豊

か
な
公
園
緑
地
も
整
備
さ
れ
、
住
環
境
に

も
恵
ま
れ
、
こ
の
よ
う
な
魅
力
的
で
活
気

あ
ふ
れ
る
町
田
に
勤
務
で
き
ま
す
こ
と
を

私
自
身
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
田
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
平

素
か
ら
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
、
深
い

御
理
解
と
多
大
な
御
協
力
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
す
。

御
事
業
御
多
忙
の
中
、
正
し
い
税
知
識

の
普
及
と
納
税
道
義
の
高
揚
の
た
め
、
各

種
の
税
務
研
修
会
や
講
習
会
を
は
じ
め
と

し
た
会
員
企
業
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
道
路
清

掃
、
福
祉
バ
ザ
ー
な
ど
の
地
域
に
密
着
し

た
社
会
貢
献
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て

お
ら
れ
、
八
木
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び

に
会
員
の
皆
様
の
御
熱
意
に
、
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

き
て
、
我
が
国
の
経
済
・社
会
情
勢
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
グ

ロ
ー

バ
ル
化
の
急
激
な
拡
大
、
更
に
少
子
高
齢

化
の
急
速
な
進
展
な
ど
、
税
務
行
政
を
取

コれました。会員の皆様と特に関わりのある方々を紹介します。

副署長(法人担当)

佐藤幸男
法人謀税第l部門統括官

成田敏美
法人課税第2部門統括官

小池 義雄
法人課税第3部門統括官

佐戸奏
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り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お

り
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
あ
る
べ

き
税
制
の
構
築
の
た
め
の
見
直
し
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
私
ど
も
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
我
が
国
の
税
制
の
大
き
な
柱
で

あ
る
申
告
納
税
制
度
が
円
滑
に
機
能
す
る

よ
う
、

環
境
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
適

正

・
公
正
な
課
税
の
実
現
と
期
限
内
納
税

の
確
保
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
こ
と

が
、
極
め
て
重
要
な
使
命
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
税
務
行
政
の
現
状
を
わ
か
り
易

く
説
明
し
、
税
に
関
す
る
情
報
提
供
の

I
T
化
や

e
'
T
a
x
(イ
l
タ
ッ
ク
ス
一

電
子
申
告

・
納
税
シ
ス
テ
ム
)
等
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
、
常
に
納
税
者
の
皆
様

の
利
便
性
を
念
頭
に
置
い
た
行
政
の
推
進

に
つ
き
ま
し
で
も
、
引
き
続
き
努
力
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

法
人
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
税
に
対

す
る
よ
き
理
解
者
と
し
て
、
ま
た
健
全
な

経
営
者
と
し
て
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の

御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
・
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
社
団
法
人
町

田
法
人
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
会
員

の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
事
業
の
御
繁
栄
を

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

着
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①法人税、消費税、所得税などの申告、

②源泉所得税をはじめ、すべての税目

の納税、③申請 ・届出等がインターネッ

トで行えます。多忙な時でも税務署に

出かける必要がなくなります。もちろん、

とのサ ビスの開始届出手続きもイン

ターネットで行えます。

ヘルプデスヲ e コタぜイ

TEL 0570 -0 1 5 9 0 1 

電
子
申
告
で

ビ
ジ
ネ
ス
快
速
!

a 

調

町田税務署では7月10日付けで定期異重

法人課税第4官官門統括官

武江異秀
法人諜税第5部門統指官

北島忠司
法人課税第I部門審理担当上席

城所 幸夫

法人会は会社経営の効率化のために

e-Taxの普及を支援しています。

ゐ法人会

o . 8 9 N 報A. :z;; 人法田町• 9 



菖

蒲

や

紫

陽

花

の

花
、
見
所
い

っ
ぱ
い

の
三
渓
園
は

一
日
か

か
っ
て
ゆ
っ
く
り
散

策
し
た
い
素
晴
ら
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

証本
:雲間I
m 田
鎌地
倉区
初公

吋言語
満足
恥喫品
、しーマ

次
に
中
華
街
で
の

広
東
料
理
の
昼
食
、

お
腹
も
い

っ
ぱ

い
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
古

都
鎌
倉

へ
。
長
谷
寺

と
鎌
倉
大
仏
の
散
策

を
の
ん
び
り
楽
し
み

皆

さ

ん

笑

顔
、
笑

百円
1
・

A

副

M
M

帰
り
の
パ
ス
の
中

で
の
税
金
ク
イ
ズ
で
は
、
全
問
正
解
者
が

7
人
も
い
て
賞
品
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど

成
績
が
良
く
、
幹
事
泣
か
せ
で
し
た
が

一

日
楽
し
く
研
修
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

午
後

5
時
初
分
本
町
田
着
、
「
次
回
の

研
修
も
出
席
し
ま
す
」
の
声
を
聞
き
解
散
。

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

6
月

7
日
、
梅
雨
の
中
休
み
の
様
な
晴

天
に
恵
ま
れ
、
お
人
の
参
加
者
で
本
町
田

を
出
発
。
道
路
も
混
む
こ
と
な
く
予
定
ど

お
り
目
的
地
三
渓
園
に
到
着
し
ま
し
た
。

新
緑
の
庭
、
古
民
家
、
色
や
形
の
美
し
い

(松
浦

正
行
)

¥函鶴
号川

り雪
解五

¥準管

法辱
療警
j去控

6
月
比
日
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
、

今
回
で

5
回
目
に
な
り
ま
す
健
康
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
肩
こ
り
の
原
因
、
症
状
、
対
処
、

防
ぐ
食
生
活
等
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ

l
で
見

な
が
ら
解
説
し
て
頂
き
、
そ
の
後
先
生
か

ら
肩
守
」
り
解
消
の
ツ
ボ
を
丁
寧
に
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。
二
人
で
組
ん
で
お
互
い
の

ツ
ボ
へ
の
実
技
、
独
り
で
出
来
る
ア
イ
ソ

メ
ト
リ

ッ
ク

ス
等
、
榎
本
誠
一
先
生

(町

田
市
鋪
灸
師
会
)
の
ご
指
導
で
有
意
義
な

健
康
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

(村
松

調
敏
)

• 10 

4夏本先生よりツボ治療の実演。
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原
町
田
第
一
・
第
二
地
区
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

吋
富
士
の
裾
野
で
楽
じ
い
コ
ぬ
フ
守

い

け

れ

¥

門

川

河

料

か

~w

6
月
比
日
、
今
年
も
往
復
貸
切
パ
ス
で

富
士
山
を
眺
め
な
が
ら
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
。
特
別
ゲ
ス
ト
に
賞
品
提
供
だ
け
で
な

く
八
木
会
長
に
も
参
加
頂
き
お
名
で
の
コ

ン
ペ
と
な
り
ま
し
た
。

爽
や
か
に
、
で
も
勝
負
が
か
か

っ
て
い

る
の
で
力
が
入
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
レ

ー
が
終
わ
り
表
彰
式
&
懇
親
会
。
今

日
の
結
果
を
待
ち
な
が
ら
話
も
弾
み
懇
親

が
深
ま

っ
た
頃
、
い
よ
い
よ
表
彰
式
で
す
。

や
は
り
何
と
い

っ
て
も
平
本
達
哉
さ
ん
が

グ
ロ
ス
幻
で
優
勝
。
各
賞
の
発
表
が
あ
り

そ
れ
ぞ
れ
賞
品
を
手
に
楽
し
く
和
や
か
な

コ
ン
。へ
が
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

(細
野

敏
雄
)

木
曽
地
区
税
務
研
修
会

「
法
人
税
関
係
法
令
の

改
正
の
概
要
長

¥でやゆ

d

吋
¥
~
ー
内
ιh¥

匂

fr

8
月
2
日
忠
生
木
曽
会
館
に
お
い
て
、

武
江
統
括
官
と
城
所
上
席
に
お
越
し
頂

き
、
担
名
の
参
加
者
で
税
務
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

プレゼンターの江成さんと優勝の平本さん。

今
回
は
「
四
年
度
税
制
改
正
の
あ
ら
ま

し
」
と
題
し
特
に
法
人
税
関
係
に
つ
い
て

事
例
を
交
え
な
が
ら
詳
し
く
説
明
し
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
土
地
の
評
価
や
木
曽
地

区
の
路
線
価
の
話
も
解
り
易
く
し
て
頂

き
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

(山
口

謙
二
)

武江統括官と、着任されたばかりの城所上席。福祉パザの品物提供を研修参加者に呼びかける山口地区会長。

N 0 . 8 9 報.A  
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地区会の

イバレト
相
原
地
区
パ
ス
研
修
会

「
湖
畔
を
彩
る
花
火
に

酔
い
し
れ
て
》

夏
真
っ
盛
り
の
8
月
5
日
、
何
も
し
な

く
て
も
汗
が
流
れ
落
ち
る
よ
う
な
午
後
2

時、

M
H
名
を
乗
せ
た
パ
ス
は
河
口
湖
に
向

け
て
出
発
し
ま
し
た
。
早
速
中
島
地
区
会

一、k
S嘩

長、

田
中
副
会
長
の
挨
拶
の
後
、
差
し
入

れ
の
ラ
ッ
テ
の
ア
イ
ス
や
飲
み
物
、
漬
物

な
ど
が
配
ら
れ
、

一
息
付
い

て
税
金
ク
イ

ズ
で
す
。
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
内
に

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
が
見
え
て
き
た
の
で

答
え
合
わ
せ
。
日
間
中
8
問
正
解
者
が
一

人
と
い
う
結
果
で
少
し
難
し
か
っ
た
よ
う

で
す
。
河
口
湖
に
着
き
ま
ず
赤
富
士
ワ
イ
ン
で

見
学
と
試
飲
。
そ
れ
か
ら
ホ
テ
ル
へ
向
か

い
夕
食
ま
で
は
湖
畔
を
散
策
し
た
り
、
お

風
口
口
に
入
っ
た
り
自
由
時
聞
を
過
ご
し
ま

し
た
。
ゆ
っ
く
り
と
懇
親
を
図
り
な
が
ら

夕
食
を
済
ま
せ
、
湖
畔
の
特
等
席
で
花
火

大
会
の
時
聞
を
待
ち
ま
し
た
。
陽
も
ど

っ

ぷ
り
暮
れ
風
も
涼
し
く
な
っ

て
き
た
頃
、

湖
畔
か
ら
ヒ
ュ
ル

ヒ
ュ
ル

と
ま
ず

一
発

目
。
空
一
面
に
広
が
る
大
き
な
花
火
や
カ

ラ
フ
ル
な
花
火
、
湖
の
上
を
孔
雀
の
羽
の

様
に
広
が
る
花
火
に
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
、

1
時
間
半
の
時
が
夢
の
様
に
過
、ぎ
去
り
ま

し
た
が
、
残
像
を
し
っ
か
り
胸
に
し
ま
い

つ
つ
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。
(
平
井

明

• 12 N 0 . 8 9 人会報i去回町
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主ム
口

青年部会・見学研修会

『時速500キロを体験!
超伝導リニアモーターカーJ

今
回
、

青
年
部
会
の
見
学
研
修
会
が

〈
超
伝
導
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ

1
の
試
乗
〉

と
聞
い
て
、
私
は
何
が
何
で
も
参
加
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の

2
年
前
か
ら
研
究
が
開
始
さ
れ
た

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
l
は
、
子
ど
も
の
頃

は
い
つ
現
実
す
る
の
か
?
と
夢
を
膨
ら
ま

せ
紅
世
紀
の
乗
り
物
と
し
て
未
来
予
想
図

に
描
い
た
記
憶
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
頃
の

夢
は
、
鉄
道
技
術
や

土
木
工
学
の
観
点
か

ら
も
興
味
は
絶
大
で

1
レ
れ
ん
。

走り出す直前のワクワク感。

5
月
同
日
の
午

前
、
参
加
者
4
名
を

乗
せ
た
パ
ス
は
中
央

道
の
大
月
イ
ン
タ
ー

を
降
り
て
山
梨
県
立

実
験
セ
ン
タ
ー
に
到

着
し
ま
し
た
。
超
伝

導
技
術
の
概
要
を
、

モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が

ら
説
明
を
受
け
た
あ

と
順
番
に
試
験
車
両
に
乗
り
込
み
ま
し

た
。
車
内
は
左
右
2
席
、
ず
つ
の
シ

l
ト
が

並
ん
で
い
て
、
狭
い
空
間
は
ミ
ニ
ジ
ェ
ッ

ト
と
言
っ
た
感
じ
で
し
た
。

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
待
っ
て
い
る
と
車

体
は
ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
し
ま
し
た
。
ト

ン
ネ
ル
区
聞
が
長
い
た
め
、
車
窓
の
景
色

は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
乗
客
の
視
線
は
自

然
と
車
内
の
モ
ニ
タ
ー
と
速
度
計
に
集
中

し
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
車
両
先
頭
部

に
取
り
付
け
ら
れ
た
カ
メ
ラ
か
ら
の
映
像

が
映
し
出
さ
れ
、
微
妙
に
体
が
シ

l
ト
に

押
し
付
け
ら
れ
る
感
覚
を
感
じ
ま
し
た
。

何
の
抵
抗
も
な
く
時
速
問
キ
ロ
ま
で
い

く
と
車
両
が
浮
上
し
、
後
は
あ
っ
と
言
う

聞
に
時
速
側
キ
ロ
に
到
達
。
想
像
よ
り
安

定
し
た
乗
り
心
地
で
折
り
返
し
地
点
。
そ

し
て
今
度
は
逆
方
向
へ
時
速
剛
キ
ロ
で
走

行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
じ
様
に
速
度
計

を
注
視
し
て
い
る
と
、
車
両
が
浮
上
し
て

か
ら
あ
っ
と
い
う
聞
に
時
速
制
キ
ロ
が
表

示
さ
れ
ま
し
た
。
乗
り
心
地
は
、
摩
擦
音

と
い
う
の
か
、
空
気
抵
抗
の
様
な
も
の
を

感
じ
る
が
会
話
に
は
影
響
な
い
程
度
で
し

N 0 . 8 9 人会報法国町13・



部会
便り

た
。
ト
ン
、
不
ル
を
抜
け
、
明
か
り
区
間
に

入
る
と
、
自
に
映
る
景
色
の
流
れ
る
速
さ

は
今
ま
で
経
験
の
無
い
も
の
で
し
た
。
新

幹
線
の
ぞ
み
の
約
2
倍
、
1
秒
間
に
約
附

メ
ー
ト

ル
も
移
動
す
る
経
験
は
感
動
に
値

す
る
も
の
で
し
た
。

僅
か
叩
秒
足
ら
ず
の
出
来
事
に
酔
っ

て

い
る
と
、
再
び
ト
ン
、
不
ル

に
入
り
、
時
速
測

キ
ロ

ま
で
減
速
し
た
時
に
は
止
ま
っ

て
い

る
の
か
と
錯
覚
し
ま
し
た
。
一
時
は
、
夢
の

産
物
と
酷
評
も
さ
れ
た
リ

ニ
ア
モ
ー
タ
ー

カ

l
。
今
回
自
分
は
試
乗
を
体
験
し
ま
し

た
が
、
次
世
代
と
は
言
わ
な
い
近
い
将
来
、

-4
手
八

実
用
化
す
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。

札てれえ」蔵
内

Tも
…
わワ

一
の
一
義
明
一
名人岡山

ふ品庫倉下地広

試
乗
体
験
の
あ
と
、
勝
沼
で
の
バ

ー
ベ

キ
ュ
ー
の
昼
食
、
ワ
イ
ン
工
場
見
学
と
進

み
、
童
心
に
戻
っ
た

一
日
は
充
実
し
た
も

の
で
し
た
。
企
画
か
ら
現
実
ま
で
ご
苦
労

さ
れ
た
役
員
や
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま

し
た
。

(神
蔵

信
幸
)

日
時
速
捌
キ
ロ
で
涜
れ
る
車
窓
の
風
景
を

E
ホ
i
ムベ
l
ジ
で
敏
映
中

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
町
田
法
人
会
の
ホ
i
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

Z苦
一
¥
¥
〈
〈
〈
〈
〈
〈
・
才

O
」
一
コ

R
E
'ヨ
ωの
才
一
色

ω・
0
「・
苛

(フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
か
ら
ど
う
ぞ
。)

青
年
部
会
・
社
会
貢
献
事
業

『
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

境
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
。
フ
作
戦
に
参
加
」

円

i
月
初
日
快
晴
の
日
曜
の
午
前
、
第

6
回
境
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
青
年
部
会
は

4
回
目
の
参

加
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
実
行
委
員
長

を
荒
江
部
会
長
が
務
め
、

同
委
員
会
の
事

務
局
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
清
掃
担
当
区
域
は
「
下
森
橋
」

か
ら
「
幸
延
寺
橋
」
の
間
で
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
道
路
に
は
ゴ
ミ
は
少
な
い
も
の
の
、

目
の
届
き
に
く
い
植
え
込
み
の
影
や
土
手

14 • 
ワインとBBQで、懇親を深める参加者。

N 0 . 8 9 報A. 
""" 

人i去回町



の
草
む
ら
の
中
に
は
自
転
車
が
投
げ
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
気
温
は
み
る
み
る
う
ち

に
上
が
り
ま
し
た
が
、

川
の
清
掃
作
業
で

い
い
汗
を
か
き
、
心
が
豊
か
に
な
る
気
分

を
満
喫
で
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
の
せ
せ
ら
ぎ
公
園
で
閉
会
式
が

行
な
わ
れ
、
協
賛
企
業
や
東
京
都
か
ら
提

供
さ
れ
た
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
境
川
流
域
に
暮
ら
す
町

田
市
・
相
模
原
市
の
人
々
を
中
心
に
別
名
。

回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
は

1
0
0
0
k
g
を
超

え
ま
し
た
。

境
川
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
と
聞
く
と

川
の
清
掃
作
業
が
目
的
と
受
け
止
め
ら
れ

ま
す
が
、
こ
の
事
業
の
目
的
は
〈
ま
ち
づ

く
り
〉
だ
と
、
事
務
局
と
し
て
関
わ
る
こ

と
で
実
感
し
ま
し
た
。
境
川
を
媒
体
と
し

て
、
流
域
に
暮
ら
す
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
育
て
、
地
域
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
。
安
心
・
安
全
な
ま
ち
。
つ
く
り
ゃ

人
と
自
然
、が
調
和
し
た
暮
ら
し
ゃ
す
い
ま

ち
が
実
現
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

(中
島

25年目の歓びを語る坂田女性部会長。

女性部会・総会

r25年目を迎えて
記念誌を発刊J

良
彰
)

去る
5
月
刊
日
、

ザ

・
エ
ル

シ
ィ
町
田

に
お
い
て
和
気
署

長
、
八
木
会
長
、

三
橋

副
会
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
ご
来
賓
の
皆

様
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ

ま
た
大
勢
の
部
会
員

の
方
々

に
ご
出
席
頂

き
、
第
お
回
女
性
部

会
定
時
総
会
の
全
て

の
議
案
に
つ
い
て
ご
承
認
を
頂
き
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
間
行
事
の
中
で
も
講
習
会
は
毎
回

女
性
な
ら
で
は
の
企
画
で
、
多
く
の
方
の

興
味
を
引
き
多
数
の
参
加
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。
昨
年
7
月
に
は
ガ

l
デ
ニ
ン
グ

の
寄
せ
植
え
に
挑
戦
し
、
講
師
の
ち
ょ
っ

と
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
自
分
で
植
え
た

草
花
が
生
き
生
き
と
長
い
期
間
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
2
部
の
懇
親
会
に
入
り
、
今
ま
で
の

清掃をとおしたくまちづくり〉として発展を願います。

N 0 . 8 9 会 報人法国町15・



部会
便り

足
跡
が

一
杯
詰
ま

っ
た
記
念
誌
を
ご
披
露

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
昭
和
町

年
に
婦
人
部
会
と
し
て
発
足
以
来
お
年
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
も

一
重
に

税
務
当
局
は
じ
め
関
係
各
位
の
お
陰
と
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
歴
代
部
会
長
や

先
輩
の
方
々
、
会
員
の
皆
様
と
過
去
を
振

り
返
り
つ
つ
美
味
し
い
お
料
理
を
頂
き
な

が
ら
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

第

3
部
講
演
会
は
、
市
内
在
住
の
森
山

兼
光
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
町
田
の
歴
史議

女性部会の総会でご来賓の皆さん。

女
性
部
会
・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
講
習
会

『凶
才
若
返
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!
」

円

i
月
日
日
、
梅
雨
の
明
け
き
れ
ぬ
中

「
叩
才
若
返
る
自
然
運
動
」
と
題
し
、
誰

に
で
も
簡
単
に
出
来
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
暑
い
日
に
も
か
か
わ
ら

か
ら
町
田
市
の
遷
り
変
わ
り
、
市
内
各
地

の
地
名
の
由
来
、
そ
し
て
珍
し
い
姓
字
の

読
み
方
な
ど
お
話
さ
れ
、
有
意
義
な
う
ち

に
も
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
散
会
し
ま
し

た
。

(
坂
田

弘
子
)

鐙畿圏出器盟理出相蜘恥
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ず
お
名
の
参
加
申
込
が
あ
り
、
十
分
な
広

さ
と
冷
房
の
良
く
効
い
た
八
千
代
銀
行
町

田
支
庖
に
て
坂
田
部
会
長
の
挨
拶
か
ら
始

め
ら
れ
ま
し
た
。
「
女
性
に
と
っ
て
若
さ

と
健
康
は
美
し
さ
を
保
つ
た
め
に
何
よ
り

大
切
で
す
。
そ
し
て
そ
の
た
め
の
努
力
が

必
要
で
す
。
皆
さ
ん
怪
我
の
な
い
様
正
し

く
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
」

早
速
安
元
先
生
よ
り
自
己
紹
介
を
兼
ね

な
が
ら
、
運
動
の
効
果
や
加
齢
と
共
に
少

し
ず
つ
変
わ

っ
て
い
く
女
性
の
体
形
の
話

な
ど
解
り
易
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

初
め
は
体
を
ほ
ぐ
す
ス
ト
レ
ッ
チ
。
軽
快

な
リ
ズ
ム
に
乗
り
な
、が
ら
自
然
に
で
き
て



し
ま
う
の
が
何
と
も
快
く
、
少
し
オ
ー
バ

ー
な
表
現
を
す
る
と
体
の
中
の
血
液
が
小

川
の
流
れ
の
よ
う
に
サ
ラ
サ
ラ
と
音
を
立

て
段
々
と
熱
く
な
っ

て
く
る
感
じ
に
な
り

ま
し
た
。

ボ
ー
ル
を
使

っ
た

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

は
、
両
膝
に
挟
ん
だ
り
、
腰

・
背
中
に
あ

て
た
り
し
て
無
理
な
く
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
人
生
の
曲
が
り
角

に
な
り
ま
し
た
と
明
る
く
話
さ
れ
る
安
元

先
生
は
、
ど
う
観
て
も
お
若
く
お
元
気
で

女
子
大
生
と
言
っ
て
も
信
じ
ら
れ
る
位
で

す
。
次
第
に
私
達
も
先
生
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
体
が
軽
く
感
じ
ら
れ
る
様
に
な
り

ま
し
た
。

最
後
に
足
の
ツ
ボ
を
刺
激
す
る
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
方
法
も
教
わ
り
、
日
才
若
返
っ
た

(
気
分
?
)
で
お
茶

・
お
菓
子
を
頂
き
な

が
ら
話
も
弾
み
、
青
戸
副
部
会
長
の
「
初

め
て
の
試
み
で
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ク
ガ
も
な
く
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
け
て
良

か
っ
た
」

と
の
挨
拶
で
お
聞
き
に
な
り
ま

し
た
。

(三
沢

靖
代
)

e-Tax の利用を呼びかける大沢源泉部会長。

源
泉
部
会
・
税
務
研
修
会

『
源
泉
所
得
税
の

基
礎
と
改
正
点
』

円

i
月
日
日
法
人
会
事
務
局
に
お
い
て

口
名
の
参
加
者
で
第
1
回
税
務
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。
着
任
早
々
の
小
池
統
括
官

よ
り
丁
寧
に
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ー
、
源
泉
所
得
税
の
基
礎
と
改
正
点

平
成
四
年
の
源
泉
徴
収
の
し
か
た
を
重

-a-w 
会
報
88 
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点
的
に
、
適
用
開
始
年
が
同
年
と
凶
年
の

場
合
の
違
い
を
盛
り
込
ん
で
説
明
し
て
頂

き
ま
し
た
。
期
日

・
期
聞
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

N 0 . 8 9 
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e
B
T
a
x
に
つ
い
て

電
子
申
告

・
納
税
シ
ス
テ
ム

e
T
a
x

の
取
扱
い
方
法
を
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
を
見

ま
し
た
。
自
宅
や
事
務
所
に
居
な
が
ら
に

し
て
申
告
や
納
税
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
会

員
企
業
の
皆
様
に
は、

ご
検
討
く
だ
さ

い
。

報.6. ;z>; 人

?
T
a
x
採
用
を

法回

(
大
沢

秀
孝
)
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委
員
会
の
j

。

社
会
貢
献
特
別
委
員
会
の
活
動
報
告

東法連の研修会で事例発表をする守屋専務理事。

東
法
違
研
修
会
で
当
会
の
道
路
美
化
活
動
を
発
表

東
法
連
広
報
誌
に
よ
り
広
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た

3
月

2
日
、
東
法
連
(
東
京
法
人
会
連
合

会
)
主
催
の
地
域
社
会
貢
献
研
修
会
が
、
傘

下
法
人
会
の
関
係
者
約
別
名
が
参
加
し

て
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
田
法
人
会
か
ら
も
八
木
会
長
は
じ

め
田
中
副
会
長
・
村
松
社
会
貢
献
特
別
委

員
長
な
ど

4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
社
会
貢
献
活
動

の
事
例
発
表
と
し
て
、
当

会
が
実
施
し
て
い
る
道
路

美
化
活
動
「
東
京
ふ
れ
あ

い
ロ

l
ド
・
プ

ロ
グ
ラ
ム

ー
み
ん
な
で
育
て
る
東
京

の
道
j
」
に
つ
い
て
、
守
屋

専
務
理
事
が
説
明
を
行
な

い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

町
田
法
人
会
は
年
間
七
つ
の

〈地
域
社

会
貢
献
活
動
〉
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
で
は
「
東
京
ふ
れ
あ
い
ロ

l
ド

・
プ

ロ

グ
ラ
ム

j
み
ん
な
で
育
て
る
東
京
の
道

1
」
に
つ
い
て
発
表
致
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
東
京
都
と
町
田
法
人
会

が
協
力
し
て
道
路
の
美
化
活
動
を
推
進

し
、
道
路
利
用
者
の
倫
理
の
向
上
と
親
し

み
の
持
て
る
道
路
空
間
の
創
出
(
ま
ち
づ

く
り
)
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

活
動
は
月
に

2
回
の
清
掃
な
ど
で
、
こ
れ

を
却
の
地
区
会
と

2
つ
の
部
会
が
順
番
で

行
な
い
ま
す
。
暑
い
日
も
寒
い
日
も
あ
り
、

清
掃
に
携
わ
っ
て
い
る
会
員
の
方
々
に
は

N 0 . 8 9・18
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大
変
な
ご
苦
労
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

道
路
美
化
活
動
が
社
会
貢
献
活
動
の
ひ

と
つ
と
し
て
採
用
さ
れ
た
経
緯
は
、

3
代

目
会
長
三
橋
忠
正
氏
が
他
界
さ
れ
た
際
、

ご
遺
族
か
ら
会
に
寄
付
さ
れ
た
資
金

(三

橋
基
金
)
が
、
そ
の
後
見
直
さ
れ
た
公
益
法

人
の
指
導
監
督
基
準
に
よ
り
内
部
留
保
の

問
題
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
基
金
は
取

崩
す
こ
と
と
し
、
そ
の
使
途
は
、
原
町
田
地

区
の
都
道
開
通
を
記
念
し
て
世
に
永
く
残

る
も
の
と
し
て
石
造
彫
刻
・
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
併
せ

て
、
東
京
都
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
本
制

度
を
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
東
京
都

か
ら

l
年
ご
と
に
認
定
さ
れ、

協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
例
発
表
は
、
東
法
連

ニ
ュ
ー
ス

4
月
号
で
そ
の
要
旨
が
掲
載
さ
れ
、
当
会

の
地
域
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
様
子

が
広
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
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道路美化活動が評価され東京都より表彰 l
東京都の道路功労者表彰 l

去
る

8
月
叩
目
、
東

京
都
庁
の
都
民
ホ
ー
ル
で

執
り
行
な
わ
れ
た
「
2

0
0
6
道
の
日
表
彰
式
」

に
於
い
て
、
東
京
都
建
設

局
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た。
こ
れ
は
、
当
会
が
実
施

し
て
い
る
道
路
美
化
活
動

で
、
各
地
区
会
・
部
会
が

永
年
に
わ
た
り
活
動
に
協

力
し
て
い
る
こ
と
を
高
く

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
表
彰
は
東
法
連
傘

下
の
伺
単
位
会
の
中
で
も

初
め
て
の
受
賞
で
あ
り
誠

に
光
栄
で
あ
り
ま
す
。
法

人
会
が
、
公
益
法
人
と
し

て
活
動
し
て
い
く
中
で
、
社
会
貢
献
活

動
は
ま
す
ま
す
重
要
な
事
業
に
な
る
と

考
え
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
契
機
に
道
路

美
化
活
動
が
引
き
続
き
活
発
に
推
進
さ

れ
ま
す
よ
う
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

組
織
委
員
会
の
活
動
報
告

増
強
目
標
を

各
地
区
会
叩
祉
に
1

本
年
度
の
会
員
増
強

運
動
方
針
が
決
ま
る

7
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
組
織
委
員
会

で
、
本
年
度
の
会
員
増
強
運
動
の
基
本
方

針
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
加

入
者
数
を
退
会
者
数
が
上
回
り
会
員
数
の

減
少
は
続
い
て
い
ま
す
。
地
区
会
は
、
地

域
の
特
性
を
活
か
し
て
勧
奨
方
法
を
見
直

し
、
「
役
員
は

1
社
で
も
多
く
勧
奨
に
回

り
ま
し
ょ
う
」
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

1
増
強
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
め
ざ
せ
叩
社
」
:
・
各
地
区
会
の
増
強
目

標
を
叩
社
と
し
ま
し
た
。

2
決
起
大
会
を
地
区
会
別
に
開
催
・
:

勧
奨
方
法
は
地
区
会
の
実
情
に
合
わ
せ
た

方
法
を
検
討
し
、
地
区
会
員
の
決
意
を
固

め
る
た
め
、
会
員
増
強
決
起
大
会
を
地
区

会
ご
と
に
開
催
し
ま
す
。

3
会
員
増
強
報
奨
金
制
度
を
見
直
す
・
:

会
員
増
強
の
結
果
で
地
区
会
に
交
付
す
る

報
奨
金
を
見
直
し
ま
し
た
。
増
強
活
動
の

進
捗
状
況
で
交
付
額
が
上
積
み
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
意
欲
的
な
勧
奨
活
動
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。

研
修
委
員
会
の
活
動
報
告

パ
ソ
コ
ン
講
座
を
復
活

簿
記
講
習
会
も
好
調
に

日
頃
の
疑
問
に
も

対
応
す
る
講
師
陣

法
人
会
の
講
習
会
は
、
会
員
企
業
の
現

場
で
活
か
せ
る
テ

1
マ
を
探
り
な
が
ら
講

習
内
容
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
平
成
問

年
度
も
、
初
夏
の
講
座
と
し
て
実
務
簿
記
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講
習
会
と
新
た
に
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。

簿
記
講
習
会
は
、
簿
記
の
基
礎
知
識
の

習
得
を
目
的
と
し
、
仕
分
か
ら
財
務
諸
表

(
決
算
書
)
の
作
成
と
見
方
ま
で
実
務
レ

ベ
ル
で
役
立
つ
内
容
で
す
。

講
師
に
は
東
京
税
理
士
会
町
田
支
部
所

属
の
中
山
先
生
が
担
当
さ
れ
、
日
頃
会
計

処
理
で
迷

っ
た
こ
と
や
疑
問
点
も
気
軽
に

質
問
で
き
好
評
で
し
た
。

講
義
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
専
門
用
語
を

理
解
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
税
理
士
に

任
せ

っ
き
り
で
は
な
く
、
税
理
士
が
何
を

言
っ

て
い
る
の
か
理
解
す
る
た
め
に
も
こ

の
講
習
会
が
役
立
っ

て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

『今
更
聞
け
な
い
!

こ
ん
な
時
ど
う
す
る
の
?
』

初
心
者
の
方
か
ら
、

パ
ソ

コ
ン
歴
の
長

い
方
も
受
講
で
き
る
よ
う
な

4
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

講
師
は
面
白
お
か
し
く
講
義
を
さ
れ
受

講
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
で
引
き
込
ん
で
し

ま
う
天
埜
先
生
で
し
た
。
受
講
さ
れ
た
方

の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

{
超
初
心
者
向
け
}
6
名
参
加

。
ま
ず
文
書
作
成
。
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
ず
ひ

と
つ
聞
い
て
、
ひ
と
つ
忘
れ
て
で
す
が
楽
し

い
講
義
で
し
た
。

{
P
O
P
広
告
・
チ
ラ
シ
作
成
}
ロ
名
参
加

。
商
品
知
識
を
深
め
て
活
用
し
た
い
。

一
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
の
基
礎
一

7
名
参
加

。
思
っ
た
ほ
ど
難
し
く
な
い
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ら
何
と
か
使
い
こ
な
せ
そ
う
で
す
。

{
初
心
者
向
け
ア
ク
セ
ス
}

7
名
参
加

。
年
内
に
は
自
分
で
住
所
録
く
ら
い
は
作
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

天埜先生の楽しいパソコンセミナー。

第
心
掛
田
実
務
簿
記
講
習
会

延 6
べ月
参 1
加日
数か
104ら
名 7
月
27 
日

9 
回

修
了
者
名
簿
(
叩
名

大

木

栄

二

円
宅
一
↓
》
「
主
主
E
m豆
mz↓
岡

三

好

孝

章

五

陽

建

設

側

村

田

淳

一

側
タ
ナ
ベ
管
材

藤

田

幸

子

関
ハ
ン
ド
|

半

藤

正

子

閣
ハ
ン
ド
|

伊
藤
か
す
み
側
プ
レ
シ
ア

三

浦

賢

之

岡
泰
山
社

三
浦
富

美

江

伺

泰

山

社

下

平

昭

仁

岡
ル
ー
ト
ウ
工
ル

関

多

恵

子

同

タ

ウ
総
研 敬

称
略
)

-
受
講
者
の
声
・

0
も
う
す
ぐ
決
算
な
の
で
、
貸
倒
引
当
金
の
用

い
方
な
ど
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

。
学
校
で
教
わ

っ
た
「
簿
記
」
と
違
っ
て
、
実

務
的
で
教
科
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
部
分
も

分
か
り
ゃ
す
く
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
(5

回
目
)

O
今
日
は
チ
ー
ム
を
組
ん
で
仕
訳
の
問
題
に
取

組
み
ま
し
た
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取

れ
た
し
、
仕
訳
の
理
解
度
も
高
ま

っ
た
の
で

と
て
も
楽
し
く
勉
強
で
き
ま
し
た
。
(6
回
目
)
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広
報
委
員
会
の
活
動
報
告

『歩
い
て
わ
か
る
新
発
見
!
取
材
日
記
』

今今
・
昔
の
あ
る
町
鶴
問
。

7
月
日
日
梅
雨
最
中
の
暑
い
日
、

中
は
快
晴
で
し
た
が
空
の
気
ま
ぐ
れ
で
町

田
を
出
発
す
る

2
時
却
分
頃
に
は
大
雨
。

で
も
集
合
場
所
の
町
谷
原
に
到
着
す
る
頃

に
は
雨
も
小
止
み
に
な
り
、
歩
く
に
は
最

適
で
し
た
が
、
南
第

一
小
学
校
の
横
を
通

り
過
ぎ
た
頃
ま
た
大
雨
に
な

っ
て
し
ま

い
、
は
す
向
か
い
の
つ
る
ま
甘
納
豆
本
舗

き
ん
で
傘
を
借
り
る
つ
も
り
で
庖
内
に
。

午
前

ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
に
特
売
目
だ

っ
た
の
で

思
わ
ず
買
い
物
に
夢
中
に
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
特
に
い
も
二
種
類
の
甘
納
豆
は

最
高
の
お
勧
め
品
で
す
。

い
に
し
え
よ
り
変
わ
ら
ぬ
鶴
間
の
風
が

そ
こ
こ
こ
の
木
々
花
々
に
そ
よ
い
で
い
る

中
、
一
路
瑠
璃
光
山
・
常
楽
寺
へ

。
こ
の

寺
は
約

一
世
紀
に
渡
り
町
谷
町
内
会
が
維

持
管
理
し
て
い
て
、
境
内
に
は
町
内
会
館

が
隣
接
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
八
坂
神
社

尊?よ
り
伊手青島
非:野
再〈神
尊7杜
がへ
杷 。

つ熊
て野
あ神
り社
熊は
野伊4
三非主
山諾i

て神
、社

その
の参
講自
日日

中の
カ t::.
寄め
進の
し講
て舎
勧1が
請}出
し来
たて
もい

の
で
し
た
。

次
に
境
川
に
架
か
る
大
き
な
半
円
形
の

水
道
管
を
右
に
見
て
、
し
ば
ら
く
歩
き
大

ヶ
谷
戸
取
水
堰
の
跡
地
に
出
ま
し
た
。
こ

の
辺
の
境
川
は
く
ね
く
ね
と
蛇
行
し
て
い

た
の
を
、

1
9
7
0
年
頃

一
直
線
に
す
る

河
川
工
事
が
な
さ
れ
鯉
が
悠
然
と
瀞
い
で

い
ま
し
た
。

鶴間せせらぎ広場で一休み。

グ
ラ
ン
ベ
リ
1
モ
ー
ル
の
横
の
緑
道
は

横
浜
水
道
道
と
呼
ば
れ
、
近
代
水
道
創
設

時
の
鉄
管
や
獅
子
頭
共
用
栓
が
復
元
設
置

さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
次
に
旧
拘
号
線
沿
い

の
園
成
寺
を
見
学
、
寺
の
裏
手
に
は

一
里

塚
が
あ
り
庭
の
銀
杏
が
時
を
継
ぐ
番
人
と

し
て
脈
々
と
静
か
に
鎮
座
し
て
い
ま
し

た
。鶴
間
は
相
模
野
台
地
上
に
あ
っ
て
町
田

市
最
南
端
に
位
置
し
、

2
時
間
た
っ
ぷ
り

歩
き
様
々
な
発
見
に
出
会
え
ま
し
た
。
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
歴
史
を
語
り
継
い

で

一
層
の
発
展
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

(吉
川

N 0 . 8 9 

良
子
)
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復
元
さ
れ
た

1
8
8
3年
当
時
の
獅
子
頭
共
用
栓
。
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会
報
編
集
委
員
が
推
薦
す
る
東
法
連
研
修
ビ
デ
オ
の
紹
介

• 22 

「
見
直
そ
う
仕
事
の
気
田
り
・
職
場
の
マ
ナ
ー

そ
こ
が
迷
惑
・
失
礼
・
不
愉
快
の
も
と
!
困

お
客
様
へ
の
応
対
電
話
・
接
客
を
チ
ェ
ッ
ク
!
」

色
々
あ
る
ビ
デ
オ
の
中
か
ら
今
回
は
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
テ

l
マ
に
選
ん
だ
わ
け

で
す
が
、
自
分
で
も
気
を
付
け
て
い

る
つ

も
り
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
相
手
を
不
快

に
さ
せ
て
い
る
の
で
は
:
:
:
と
の
思
い
か

ら
借
り
ま
し
た
。

①
「
な
か
な
か
電
話
に
出
な
い
」

誰
か
が
出
る
だ
ろ
う
と
自
分
の
仕
事
を

優
先
し
が
ち
で
、
結
局
自
分
が
出
る
時
に

は
お
客
様
を
い
ら
い
ら
さ
せ
て
し
ま

っ
て

い
ま
す
。
何
を
差
し
置
い
て
も
自
分
が
出

る
!
と
い
う
姿
勢
が
大
切
。

②
「
元
気
の
無
い
電
話
対
応
」

肘
を
つ
き
な
が
ら
や
、
情
き
な
が
ら
話

す
と
声
が
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
胸
を
張

っ
て
笑
顔
で
元
気
良
く

!

③
「
心
の
こ
も
っ
て
い
な
い
電
話
応
対
」

ク
レ
ー
ム
電
話
の
応
対
は
ま
ず
謝
る
こ

と
が
基
本
。
ま
た
謝
り
な
が
ら
事
情
を
聞

き
出
す
。
見
え
て
い
な
く
て
も
頭
を
下
げ

る
位
の
動
作
を
す
る
1

④
「
不
親
切
な
取
次
ぎ
」

説
明
を
受
け
て
か
ら
担
当
者
に
代
わ
り

見直そう仕事の気配り職場のマナー2

ま
た
同
じ
こ
と
を
言
わ
せ
ら
れ
た
ら
相
手

は
そ
れ
だ
け
で
気
分
が
悪
く
な
り
ま
す
。

受
け
た
者
は
し

っ
か
り
担
当
者
に
説
明
し

て
か
ら
引
き
継
ぐ
!

⑤
「
失
礼
な
言
葉
使
い
」

言
い
訳
や
開
き
直
り
は
相
手
に
良
い
印

象
を
与
え
ま
せ
ん
。
「
で
す
が
:
:
:
」
「
そ

ん
な
は
ず
は
:
:
:
」
お
客
様
と
喧
嘩
し
て

も
百
害
あ
っ

て

一
利
無
し
!

N 0 . 8 9 会報法人田町

PHPビデオセミナー

{
観
て
改
め
て
}

電
話
は、

声、
だ
け
の
や
り
取
り
で
す
。

言
い
方
で
相
手
を
如
何
様
に
も
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。
逆
に
自
分
が
い
い
加
減
な
応

対
に
腹
を
立
て
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
さ
せ
な
い
様
に
、
背
筋
を
伸
ば
し
て

笑
顔
で
の
応
対
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
、

お
客
様
は
離
れ
て
行

っ
て
し
ま
う
と
。
改

め
て
気
を
引
き
締
め
る
思
い
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

(田
中

健
祐
)



本
表
紙
同
「
散
華
の
賦
に
」

密
林
の
土
く
れ
光
り

盆
の
月
映
し
て
散
り
し
兵
士
あ
り

側
ア
ロ
l
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

矢
沢

武

黒
揚
羽
花
舗
の
線
に
反
転
す

穏
れ
住
む
落
人
部
落
沙
羅
の
花

偏
理
容
ひ
か
る

眺

ハ
ツ
エ

紫
陽
花
の
寺
に
詣
で
る
京
の
タ

京
の
夏
舞
子
揃
ひ
の
あ
で
姿

樹
う
ち
だ

内
田

正
子

パ
ラ
売
る
パ
リ
の
朝

子
の
空
を
語
り
し
日

神
蔵

玉
江

の
流
れ
今
日
五
月

新
緑
の
出
雲
の
杜
に
二
人
旅

帰
シ
マ
ノ

島
野

好
子

信
濃
路
の
代
田
に
映
る
雲
迅
し

新
樹
光
参
道
に
降
る
烏
の
声

側
千
石
屋

高
橋

初
枝

下
校
の
子
夢
、
が
広
が
る
虹
の
橋

夕
立
に
ざ
わ
め
く
木
立
猛
る
川

国
間
す
ず
か
け
商
事

友
井

蒲
公
英
の
袈
飛
ぶ
今

照
子

花
散
り

種
落
し
』

著
義
咲
き
て

夏
嵐
恐
竜
の
ご
と
川
吠
ゆ
る

樹
高
梨
肉
庖

高
梨

頼
ら
る
る
こ
と
も
勘
み
の
夏
の
風

青
葉
燃
ゆ
両
の
箱
根
路
清
清
し

側
マ
ツ
ヤ
マ

東
{燦

創
業
の
同
志
の
集
ひ
七
変
化

亡
天
植
ゑ
し
桜
蕊
降
る
今
朝
の
庭

好

富
士
交
通
倒

吉
川

夕
映
え
て
ほ
ほ
け
し
茅
花
荒
廃
地

雨
の
日
は
夢
遊
人
な
り
五
月
尽

側
堤
組

堤

前
む
き
に
歩
む
身
構
え
夏
帽
子

葛
ぎ
く
ら
祖
よ
り
受
継
ぐ
紺
暖
簾

ナ
ヲ

| 短歌・俳句をお寄せください。ご寄詰11些事務局宛てご一報くだ竺主竺回型先行~月の予定です-

町

節
子

良
子
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町
田
税
務
署
鵡

お
知
ら
せ

平
成
時
年
度
法
人
税
関
係
法
令
の
改
正
の
概
要

n o 

平
成
四
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
会

社
法
制
定
に
伴
う
整
備
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
法
人
税
関
係
法
令
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
主
要
な
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

役
員
給
与
に
つ
い
て

損
金
算
入
さ
れ
る
範
囲
の

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

O 

法
人
が
そ
の
役
員
に
対
し
て
支
給
す

る
給
与
(
退
職
給
与
等
を
除
き
ま
す
。
)

に
つ
い
て
、

損
金
算
入
さ
れ
る
も
の
の

範
囲
は、

次
に
掲
げ
る
給
与
と
さ
れ
ま

1
υ
れ
ん
。

よど

谷

r 

①

支
給
時
期
、
が

1
月
以
下
の
一
定
の
期

間
ご
と
で
あ
り
、
か
っ
、
そ
の
事
業
年

度
内
の
各
支
給
時
期
に
お
け
る
支
給
額

が
同
額
で
あ
る
給
与

(
定
期
間
額
給
与
)

②

所
定
の
時
期
に
確
定
額
を
支
給
す
る

旨
の
定
め
に
基
づ
い
て
支
給
す
る
給
与

で

一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の

(
事
前

確
定
届
出
給
与
)

女

そ
の
給
与
に
係
る
職
務
執
行
開
始
日
と
当

該
事
業
年
度
開
始
の
日
の
属
す
る
会
計
期
間

開
始
日
か
ら
3
月
を
経
過
す
る
日
と
の
い
ず

れ
か
早
い
日
ま
で
に
、
納
税
地
の
所
轄
税
務

署
長
に
そ
の
定
め
の
内
容
に
関
す
る
届
出
を

し
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

.←→~)'I 

①→・11・11・E・1I1

圃凶
3
月

門

U
〔

U

紛
・
・
・
閏
幽
口
月

割

mu

期

一

一

畔

同

日

国

9
月

!

門

U

明

円

U
・・・開園
6
月

門

U
円

U

③

同
族
会
社
に
該
当
し
な
い
法
人
が

業
務
を
執
行
す
る
役
員
に
対
し
て
支
給

す
る
利
益
に
関
す
る
指
標
を
基
礎
と
し

て
算
定
さ
れ
る
給
与
(
利
益
連
動
給
与
)

(注
)
1
.
上
記
に
該
当
す
る
役
員
給
与
で
あ
っ
て

も
、
不
相
応
に
高
額
な
部
分
の
金
額
及

び
事
実
を
隠
ぺ
い
し
又
は
仮
装
し
て
経

理
す
る
こ
と
に
よ
り
支
給
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
。

2
.
平
成
四
年
4
月
1
日
以
後
に
開
始
す
る

事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

。

特
殊
支
配
同
族
会
社
が
業
務
を
主
宰

す
る
役
員
に
対
し
て
支
給
す
る
給
与
の

額
の
う
ち
給
与
所
得
控
除
額
に
相
当
す

る
部
分
と
し
て
計
算
さ
れ
る
金
額
は
、

損
金
の
額
に
算
入
し
な
い
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

た
だ
し
、
特
殊
支
配
同
族
会
社
の
基

準
所
得
金
額
が
二
疋
の
金
額
以
下
で
あ

る
事
業
年
度
に
つ
い
て
は
、
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

• 24 N 0 . 8 9 
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女
特
殊
支
配
同
族
会
社
と
は
、
同
族
会
社
の

業
務
を
主
宰
し
て
い
る
役
員
(
業
務
主
宰
役

員
)
及
び
そ
の
役
員
と
特
殊
の
関
係
に
あ
る

者
(
親
族
等
)
が

発
行
済
株
式
の
総
数
の
卯

%
以
上
を
保
有
し
、
か
っ
、
業
務
主
宰
役
員

及
び
そ
の
役
員
と
特
殊
の
関
係
に
あ
る
常
務

に
従
事
す
る
役
員
の
総
数
が
常
務
に
従
事
す

る
役
員
の
総
数
の
過
半
数
を
占
め
る
場
合
等

の
そ
の
同
族
会
社
を
い
い
ま
す
。

官h

基
準
所
得
金
額
が
一
定
の
金
額
以
下
で
あ

る
事
業
年
度
と
は
、
当
該
事
業
年
度
開
始
の

日
前
3
年
以
内
に
開
始
し
た
各
事
業
年
度
又

は
連
結
事
業
年
度
(
基
準
期
間
)
の
所
得
金

額
若
し
く
は
欠
損
金
額
又
は
個
別
所
得
金
額

若
し
く
は
個
別
欠
損
金
額
及
び
業
務
主
宰
役

員
給
与
額
な
ど
を
基
礎
と
し
て
計
算
し
た
金

額
(
平
均
額
)
が
①

年
制
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
の
当
該
事
業
年
度
、
②
年
側
万
円
超

3
，0
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
っ
、
当
該

平
均
額
に
占
め
る
そ
の
業
務
主
宰
役
員
に
対

し
て
支
給
す
る
基
準
期
間
の
給
与
の
平
均
額

の
割
合
、
が
叩
%
以
下
で
あ
る
場
合
の
当
該
事

業
年
度
を
い
い
ま
す
。

な
お
、
新
設
法
人
等
で
基
準
期
間
が
な
い

特
殊
支
配
同
族
会
社
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事

業
年
度
の
所
得
金
額
又
は
欠
損
金
額
及
び
事

業
主
宰
役
員
給
与
額
な
ど
を
基
礎
と
し
て
計

算
し
た
金
額
(
当
年
度
基
準
所
得
金
額
)
を

元
に
判
定
し
ま
す
。

(
注
)
平
成
四
年
度
4
月
1
日
以
後
に
開
始
す
る

事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

基準所得金額
(当該事業年
度)の開始前
3年以内に開
始した各事業
年度の所得等
の金額[所得

(欠損)金額+
オーナーへの
役員給与]の
平均額が800
万円超か

オーナー (1
人)及びそ
の同族関係
者等がその
同族会社の
発行済株式
等の90%以
上を保有し
ているか

内
国
法
人

交
際
費
等
の

損
金
不
算
入
制
度
に
つ
い
て

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

O 

交
際
費
等
の
損
金
不
算
入
制
度
に
つ

い
て
、
損
金
不
算
入
と
な
る
交
通
費

等

の

範

囲

か

ら

1
人

当

た

り

5，
0
0
0
円
以
下
の
飲
食
費
(
専
ら

当
該
法
人
の
役
員
若
し
く
は
従
業
員
又

は
こ
れ
ら
の
親
族
に
対
す
る
接
待
等
の

た
め
に
支
出
す
る
も
の
を
除
き
ま
す
。
)

が
除
外
さ
れ
ま
し
た
。

(
注
)
平
成
問
年
度
4
月
1
日
以
後
に
開
始
す
る

事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

中
小
企
業
者
等
の

小
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の

損
金
算
入
制
度
の
見
直
し

。

中

小
企
業
者
等
の
小
額
減
価
償
却
資

産
の
取
得
価
額
の
損
金
算
入
の
特
例
制

度
に
つ
い
て
、
当
期
に
取
得
等
を
し
た

小
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の
合

計
額
が
抑
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、

そ
の
超
え
る
部
分
に
係
る
減
価
償
却
資

産
が
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
、
適
用
が

2
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

(
注
)
平
成
時
年
度
4
月
1
日
以
後
に
取
得
等
を

す
る
小
額
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
適
用
さ

れ
ま
す
。

-改正内容の詳細や具体的な適用関係についてのご質問は右記まで一一一一
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「雇ったら、入る。-労働保険
J¥口一ワークかう労働保険のお知らせ

加入j制度もありますので、ご検討ください。

詳しくは、下記までお問い合わせください。

10月は、労働保険適用促進月間です。

労働(雇用・労災)保険は、一人でも従業員を

雇っている場合、従業員の意志や雇い主の意志

にかかわりなく、加入が義務付けられている強制的 マ雇用保険

町田公共職業安定所(ハローワーク町田)

雇用保険課適用係

電話 042-732-7398

http://www.machida.hello-work.jp 

マ労災保険

八王子労働基準監督署町田支署

電話 042-724-6881

な保険です。

正社員の方だけではなく、パートタイマーの方等

についても一定の要件を満たした場合、雇用保険

に加入することとなります。

まだ加入手続きがお済みでない事業主の方は、

早期に手続きを行ってください。

また、事業主や従業員を雇わないで一人で事業

を興してし喝方等が労災保険に加入で、きる「特別

6
月
末
に
少
子
高
齢
化
の
人
口
減
少
時

代
に
突
入
し
た
と
報
道
さ
れ
た
。
い
ず
れ

は
訪
れ
る
と
は
思
っ
て
い
た
が
早
く
到
来

し
た
。
高
齢
者
割
合
(
臼
歳
以
上
)
が
剖

%
に
、
日
歳
未
満
が
日
%
と
な
り
世
界
最

低
に
落
ち
込
ん
で
、
急
ピ
ッ
チ
で
変
わ
る

人
口
構
成
の
影
響
が
社
会
の
あ
ち
こ
ち
で

影
を
投
げ
か
け
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
た
。

自
分
を
振
り
返
っ
た
時
、
働
き
な
が
ら

の
子
育
て
が
ど
ん
な
に
大
変
な
事
か
。
孫

と
生
活
し
な
が
ら
も
若
夫
婦
と
私
が
常
勤

で
働
く
の
は
、
毎
日
が
綱
渡
り
の
様
な
こ

と
で
、
急
な
病
気
の
時
は
都
合
の
付
く
人

が
時
聞
を
切
っ
て
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
。

忙
し
く
働
い
て
ロ
年
、
孫

3
人
は
何
と
か

育
っ
て
く
れ
た
と
思
っ
た
と
き
は
、
私
は

高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
の
体
力
、
智
力
の
低
下
と
子
ど

も
の
育
成
を
同
時
に
体
験
で
き
た
今
、
国

の
政
策
が
遅
す
ぎ
る
事
を
感
じ
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
達
に
明
る
い
未
来
の

方
向
付
け
を
早
く
示
し
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

(宮

和
子
)

発行人・畑町田法人会会長八木要 編集人・(柑町田法人会広報委員会
東京都町田市森野1丁目9番20号第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453FAX:042(724)5853 

町田法人会ホムページ http://www.hojinkai-machida.or.jp 
Eメル official@hojinkai-machida.or.jp

東法違・都内法人会の会員専用ベージ ユーザー名;tohoren パスワード;0771 

本紙掲載の記事、写真の無断掲載を禁じます。
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法人会会員のみなさまに

E軍軍司宵空車亙雪帯当自由IDI司
-:æ:~fI蓋翠宜主9Þ1]tヨ・・

大同生命の無配当年満期定期保険(無解約払戻金型)

ゆ官邸~~~哲
夫官邸思埠@

AIUのグループ傷害保険

重量二也踊議詠@ 抱@@)酋画調:グ号シ@

-割安な保険料
無配当保院のため配当金はありませんが、その分保険料は割安になっています。

また、法人会会員向けに割安な料率を適用しています。
※この制度l立法人会会員のみご加入できる制度です。制度へのご加入継続に際し苦しては、法人会会員であるととが必要です。

-さらに充実の割引制度(大同生命)

ご契約の保険金額が3，000万円以上の場合、保険料を割り引きます。
5，000万円以上の場合は、さSIこ割り引きます。※1

ご契約(更新)時の健康状態や、契約年齢および保険金額などが大同生命所定の基準を

満たした場合、保険料を割り引きます。非喫煙者の場合は、さSIこ割り引きます。※2

この保険は配当金のお支払いがありません。また、この保険には解約払戻金および満期保険金はありません。

※1保隙金額の減額等|こよD上記の条件を満たさなくなった場合は、高額割引制度が適用され芯くなります。

※2 r健康体」とは大同生命所定の基準に巌当する被保険者の呼称であり‘割引適用の基準に霞当しない方が健康でないということではありません。
ご契約の更新にあた口、健康体割引は告知ー診査を省略しての「自動更新jのお取級いはいたしません。

-充実の保障をプラス
損害保険セットな5ではの幅広い保障(AIU)

事故による休業保障や入院・手術、通院などさまざまな保障が選べます。

引一 前0大同生命保険株式会社 満，AIU保険会社
多摩支社町田営業所/町田市中町1-1ー16(東京建物町田ピル日F) 西東京直営支庖/八王子市旭町10-3(安嶋中央ビル3F)

。 ご検討・ご契約にあたっては、設計書 (契約概要)・重要事項のお知らせ(注意喚起情報)・ご契約のしおり約款を必ずごらんください。
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